
京都女子大学食物栄養学科 
栄養クリニック 

【2013年10月17日～20日】 
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報告者 
家政学研究科博士後期課程１回生 松永安由 
       同          ３回生 岡崎史子 
 



 ２０１１年１２月より食物栄養学科の有志の教員と大
学院生を中心に活動スタート 

 これまでに、計１３回被災地に赴き、６名の教員と  
１０名の院生が活動に参加 

 NPO法人 グローバルヒューマンと連携 

 グローバルヒューマンの本部所在地である岩手県 

  一関市を拠点に活動 

 岩手県、宮城県内を中心に、仮設住宅での食生活を
サポートする活動を展開 
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 ２０１２年 ３月 ～ １０月 

 仮設住宅での炊き出しと栄養に関する講話、栄養相談 
 

 ２０１３年 １月 ～ ３月 

 栄養バランスのとれた食生活の実践を目的に、岩手県保健
福祉課発行の 「適塩バランス料理レシピ集」を作成を協力出
版し、３０ヶ所の仮設住宅での食教育を支援。 岩手県作製
「食事バランス弁当箱」の普及 
 

 ２０１３年 ８月～ 

 適塩バランス弁当の調理 
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 18日 宮城県気仙沼市  階上（はしかみ）公民館 

 19日 宮城県南三陸町  石泉（いしずみ）活性化センター 

 20日 岩手県一関市    室根ふるさとセンター 

一関駅 NPO法人
本部 

20日 

18日 

19日 
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 10：00 活動開始 

      調理実習説明 → 調理開始 

 12：00 昼食会開催 

 12：30 院生（管理栄養士）から適塩バランス 

      についての講話 

 13：00 成田先生による食物栄養学ミニ講義 

      「被災地を生き抜くための知恵教えます」 

 13：30 理学療法士、作業療法士による健康運動体操 

 14：30 健康についての個別相談会 
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エネルギー ５８６kcal   

たんぱく質  ２３．７ g   

脂 質     ２０．３ g 

食塩相当量    １．８ g  

食事バランスガイド  

料理区分 献立 SV SV 合計 

主食 わかめごはん １．５つ １．５つ 

副菜 

エリンギとアスパラガスの炒め物 ０．７つ 

１．９つ 
鮭とじゃがいものグラタン ０．５つ 

簡単ピクルス ０．４つ 

ミニトマト ０．３つ 

主菜 

ホウレンソウ入りハンバーグ １つ 

１．９つ ひじき入り茶巾卵 ０．６つ 

厚揚げの照り煮 ０．３つ 

牛乳・ 
乳製品 

しそチーズ １つ １つ 

果物 りんご ０．５つ ０．５つ 
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 調理実習の様子 
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 調理実習の様子 
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 歓談しながらお弁当を試食 
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 試食後、院生（管理栄養士）からの適塩レシピと       
食事バランスガイドについての説明 
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 成田先生の食物栄養学ミニ講義 
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 健康運動体操の様子 
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 未だ多くの方が仮設住宅で暮らしている。       
台所が狭い、少しの湯気で火災報知器が作動する…
等不便を感じている人が多い。 

 会場が仮設住宅から少し離れていたため、参加者数
が少なかった。高齢者が多く、動けない。 

 今回の参加者の方々は、食に関心の高い方が多かっ
た。男性や、食生活に課題のある方々にも参加して 
もらえるよう工夫が必要。 

 参加者の方々が皆さん明るく、逆に私たちの方が励
まされ、勉強になることが多かった。 
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期間  担当教員 大学院生 

2013年   8月7日～10日 宮崎 ― 

         9月8日～10日 樹山 ― 

           10月17日～20日 成田 岡﨑史子、松永安由 

          11月1日～3日 米浪 岡島里奈、山下千晶 

          12月6日～8日 松本 荘 咲子、徐 知華 

2014年   1月24日～26日 木戸 太田淳子、山下千晶 

               2月28日～3月3日 宮脇 兼定祐里、高岡あずさ 

               3月中旬ごろ 中山 未定 

２０１７年まで継続予定 
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